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万一、動作がおかしくなったり、変な音・においに気づいたら、すぐにご使用を中止し、	
ソニーの相談窓口またはお買い上げ店にご相談ください。

取扱説明書について

取扱説明書（本書）
安全のための注意事項、BLUETOOTH®接続／再生方法、困ったときは、などを	
記載しています。

無線LANスタートガイド（別冊）
無線LANでの接続／再生方法を記載しています。

ヘルプガイド	
（Web上の取扱説明書。パソコンやスマートフォンで閲覧できます）
パソコンのOSごと、BLUETOOTH機器の機種ごとの詳しい接続／再生方法や、ハイ	
レゾ音源再生方法など、本機の詳しい使いかたを記載しています。

http://rd1.sony.net/help/speaker/srs-zr7/ja/

本機背面

	壁掛け用ネジ穴
取り付けブラケット（別売）を介して本機を壁に取り付ける
ときに使います。詳しくはヘルプガイドをご覧ください。

	USB-A端子（   A）
USBメモリーを直接つなぎます。ウォークマン®などをつなぐ
ときは、機器に付属のケーブルをお使いください。

	AUDIO IN端子
市販の音声ケーブル（ステレオミニ）を使って、ポータブル
オーディオ機器などのヘッドホン端子につなぎます。

	DC IN 19.5V（電源）端子
付属のACアダプターをつなぎます。

	STEREO PAIRボタン
本機を2台使ってワイヤレスステレオ機能*1を使用するとき
に押します。

	LAN端子
市販のネットワーク（LAN）ケーブルを使って、パソコンや無
線LANルーターをつなぎます。

	SET UPボタン
本機と他機器を組み合わせてワイヤレスサラウンド機能*1

やワイヤレスステレオ機能*1を使用するときに押します。

	HDMI ARC TO TV端子
市販のHDMIケーブルを使って、テレビのオーディオリター
ンチャンネル（ARC）機能対応のHDMI端子*2につなぎます。

	USB-B端子（   B）
市販のUSBケーブルを使って、パソコンをつなぎます。
ハイレゾ対応ウォークマン®やXperiaをつなぐときは、専用
ケーブル（別売）をお使いください。

	UPDATE/WPSボタン
•	UPDATEランプが点灯しているときに約2秒間ボタンを押
したままにすると、本機からピピピッという音がして、ソフ
トウェアのアップデートが始まります。
•	お使いの無線LANルーターにWi-Fi Protected Setup™
（WPS）ボタン*3があるときは、このボタンを使って無線
LANに接続できます。約2秒間押したままにすると、本機か
らピピッという音がして、お使いの無線LANルーターに接
続できる状態になります*4。

*1	 本機のソフトウェアをアップデートすると使える機能で
す。詳しくは下記のURLをご覧ください。	
http://sony.net/nasite/

*2	 テレビのオーディオリターンチャンネル（ARC）機能対応
のHDMI端子には「ARC」と表示されています。オーディ
オリターンチャンネル（ARC）機能について詳しくは「テレ
ビの音声を聞く」をご覧ください。

*3	 お使いの無線LANルーターのAOSSボタンやらくらく無
線スタートボタンでも、Wi-Fi Protected Setup™
（WPS）ボタンとして使用できる場合があります。詳しく
は、お使いの無線LANルーターの取扱説明書をご覧くだ
さい。

*4	 UPDATEランプが点灯中は、この機能は使えません。

より臨場感のある音を楽しむには
本機底面のグリル取りはずしレバーを矢印のように
引いて、本機正面のスピーカーグリルをはずしてくだ
さい*5。

グリル取りはずしレバー

*5	 取りはずしたスピーカーグリルは、平らな所で保管して、
変形させないようにしてください。

無線LANの電波強度（受信感度）を調べるには
無線LANに接続中に、本機天面の－（音量）ボタンと
背面のSET UPボタンを押したままにしてください。
電波強度によってNETWORK、BLUETOOTH、HDMI、
USB-Aランプが点灯します。点灯しているランプの
数が多いほど、電波強度が強いことを表します。

強い 4 NETWORK BLUETOOTH HDMI USB-A

3 NETWORK BLUETOOTH HDMI USB-A

2 NETWORK BLUETOOTH HDMI USB-A

1 NETWORK BLUETOOTH HDMI USB-A

弱い 0 NETWORK BLUETOOTH HDMI USB-A

電波強度 ランプ点灯数

本機のいずれかのボタンを押したりタッチしたりす
ると、電波強度表示が解除されます。
電波強度を強くするには下記をお試しください。
•	本機の向きを変える／設置場所を変える
•	その他の無線LAN機器を停止する

ランプが点滅・点灯しているときは
（電源）ランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（緑） 電源が入っています。

点灯（オレンジ） BLUETOOTH／ネットワークスタンバ
イモードです。

消灯 スタンバイモードです。

点滅（緑） •	電源を入れると、緑色にゆっくり点
滅した後で点灯に変わります。
•	電源を切ると、緑色にゆっくり点滅
した後で、オレンジ色に点灯または
消灯します。ランプが点滅している
間は、本機を操作できません。
•	－/＋（音量）ボタンをタッチすると、
音量調節に応じて、1回または3回点
滅します。

点滅（赤） 本機がプロテクトモードになっている、
またはソフトウェアのアップデートに
失敗しています。詳しくは、「困ったと
きは」（うら面）の「（電源）ランプが
赤く点滅する」をご覧ください。

LINKランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（オレンジ） 無線LANに接続されています。

点灯（ピンク） 有線LANに接続されています。

点滅（オレンジ） 無線LAN接続待ち状態です。

点滅（ピンク） 有線LAN接続待ち状態です。

点滅（赤） ネットワークへの接続に失敗しました。

点灯（赤） ネットワークへの接続に失敗した、ま
たはネットワーク設定されているのに
ネットワークに接続されていません。

NETWORKランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（白） NETWORKモードです。

接続しているミュージックサービスによって、 
点灯・点滅するランプの色が変わります

詳しくは、ヘルプガイドをご覧ください

もっと知りたい

BLUETOOTHランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（白） BLUETOOTH機器とBLUETOOTH接
続されています。

速く点滅（白） BLUETOOTHペアリング（機器登録）
待ち状態です。

点滅（白） BLUETOOTH接続待ち状態です。

HDMIランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（白） HDMIモード時、本機のHDMI ARC 
TO TV端子がテレビに接続されてい
ます。

点滅（白） HDMIモード時、本機がテレビに接続
されていません。

UPDATEランプ

ランプの状態（色） 本機の状態

点灯（オレンジ） 本機をネットワークに接続中に最新
のソフトウェアを検知しました。
点灯しているときに約2秒間
UPDATE/WPSボタンを押し続ける
と、本機からピピピッという音がして、
ソフトウェアのアップデートが始まり
ます。

点滅（オレンジ） •	本機のソフトウェアをアップデート
中です。アップデート中は本機を操
作できません。
•	アップデート完了後、本機に初めて
電源を入れたときに、アップデート
完了通知として3回点滅します。

BLUETOOTH接続で聞く

BLUETOOTH機器をペアリン
グ（機器登録）して音楽を聞く
BLUETOOTH機器に保存された曲をワイヤレスで楽
しめます。はじめに、BLUETOOTH機器を本機にペ
アリング（機器登録）します。

ご注意
•	ペアリングするときは、本機とBLUETOOTH機器を1 m以
内に置いてください。
•	お使いのBLUETOOTH機器がワンタッチ接続（NFC）に対
応している場合は、「ワンタッチ接続して音楽を聞く
（NFC）」をご覧ください。

1	（電源）/  PAIRINGボタンを押して、本機
の電源を入れる。
（電源）ランプが緑色に点灯します。

2	FUNCTIONボタンを繰り返しタッチして
BLUETOOTHランプを点滅させる。
本機がBLUETOOTHモードになります。

ちょっと一言
•	初めてBLUETOOTH機能を使うときや本機にペアリ
ング情報がない状態では、本機をBLUETOOTHモード
に切り換えただけで、BLUETOOTHランプが自動的に
速く点滅して、ペアリングモードになります。
•	近くに前回接続していたBLUETOOTH機器があると
きは、本機をBLUETOOTHモードに切り換えただけで、
自動的に本機が前回接続していた機器に接続されて、
BLUETOOTHランプが点灯することがあります。その
場合は、接続されたBLUETOOTH機器の
BLUETOOTH機能をオフにするか、電源を切ってくだ
さい。

3	（電源）/  PAIRINGボタンを、本機からピ
ピッという音が聞こえるまで押し続ける。
BLUETOOTHランプが速く点滅し始めて、本機
がペアリングモードになります。

4	BLUETOOTH機器でペアリング操作を行
い、本機を検索する。
BLUETOOTH機器の画面の、検出した機器の一
覧に［SRS-ZR7］と表示されます。表示されない
場合は、BLUETOOTH機器の「検索」を選んで本
機を再検索するか、もう一度手順1から操作して
ください。

5	BLUETOOTH機器の画面に表示されている
［SRS-ZR7］を選び、互いの機器を登録する。
パスキーを要求された場合は「0000」を入力し
てください。

ご注意
ペアリング操作時は、BLUETOOTH機器の音楽再生を
停止しておいてください。接続完了後、本機から大音量
で出力される場合があります。また、接続完了後、初回
再生操作時に、大音量で出力されることがありますので、
再生前に音量を下げておくことをおすすめします。

6	BLUETOOTHランプが点滅から点灯に変
わったことを確認する。
BLUETOOTHランプが点灯したら、本機と
BLUETOOTH機器が接続された状態になります。
接続されない場合は、もう一度手順3から操作し
てください。

7	BLUETOOTH機器側で音量を調節するか、
本機の－/＋（音量）ボタンにタッチして、音
量を調節する。

8	BLUETOOTH機器で音楽を再生する。

ちょっと一言
•	BLUETOOTH接続中でも、他のBLUETOOTH機器とのペ
アリングや接続を行うことができます。その場合は、現在
の接続は解除されます。
•	SongPalにはBLUETOOTH接続による音楽再生機能はあ
りません。BLUETOOTH機器（スマートフォンやパソコンな
ど）の音楽再生ソフトウェアで再生してください。

ご注意
•	一部のBLUETOOTH機器では、上記の操作に対応してい
ない場合があります。また、機器によっては、実際の動作は
異なります。
•	本機のペアリングモードは約5分で解除され、
BLUETOOTHランプが遅い点滅に変わります。ただし、ご
購入後に初めてBLUETOOTH機能を使うときや本機にペ
アリング情報がない状態では、ペアリングモードは解除さ
れません。手順が完了する前に本機のペアリングモードが
解除された場合は、もう一度手順3から操作してください。
•	検出した機器の一覧が表示できないBLUETOOTH機器
や、画面がない機器とペアリングするときは、本機と
BLUETOOTH機器の両方をペアリングモードにしてくださ
い。BLUETOOTH機器によってはこの操作でペアリングで
きる場合があります。このときBLUETOOTH機器のパス
キーが「0000」以外に設定されていると、本機とペアリン
グすることができません。
•	一度ペアリングすれば再びペアリングする必要はありま
せんが、以下の場合は再度ペアリングが必要です。
‒‒ 修理を行ったなど、ペアリング情報が消去されたとき。
‒‒ 10台以上の機器をペアリングしたとき。	
本機は合計9台までのBLUETOOTH機器をペアリング
することができます。10台目のペアリングを行うと、接
続した日時が最も古い機器のペアリング情報が削除
されます。
‒‒ 接続相手の機器から、本機との接続履歴が削除された
とき。
‒‒ 本機を初期化したとき。	
すべてのペアリング情報が消去されます。本機を初期
化すると、iPhone/iPod touchやパソコンと接続でき
なくなる場合があります。この場合は、iPhone/iPod 
touchやパソコン側の本機の登録情報をいったん削除
して、ペアリングをやり直してください。

•	本機は複数の機器とペアリングできますが、それらを同時
に再生することはできません。
•	パスキーは、パスコード、PINコード、PINナンバー、パス
ワードなどと呼ばれる場合があります。

BLUETOOTH接続を切断するには
BLUETOOTH機器側から接続を切断してください。

ちょっと一言
送信側BLUETOOTH機器の種類によっては、音楽の再生を
終了すると、自動的にBLUETOOTH接続を切断する場合が
あります。

登録済みの機器の音楽を聞く

「BLUETOOTH機器をペアリング（機器登録）して音
楽を聞く」の手順1、2を行った後で、BLUETOOTH機
器を操作して本機と接続し、BLUETOOTH機器の音
量を調節してから、再生してください。

ちょっと一言
BLUETOOTH機器の音楽再生を停止してから、本機と
BLUETOOTH機器を接続してください。

ワンタッチ接続して音楽を聞く
（NFC）
NFCとは、携帯電話やICタグなど、さまざまな機器間
で近距離無線通信を行うための技術です。
NFC対応スマートフォンを本機にタッチするだけで、
自動的に本機の電源が入り、ペアリング（機器登録）、
BLUETOOTH接続が行われます。
あらかじめ、スマートフォンのNFC機能をオンにして、
画面のロックを解除してください。

1	スマートフォンを本機のNマークにタッチす
る。
スマートフォン画面のロックを解除して、スマート
フォンが反応するまでタッチし続けてください。ス
マートフォン側のタッチ位置については、お使い
のスマートフォンの取扱説明書をご覧ください。

スマートフォンの画面の指示に従って接続を完了
してください。
BLUETOOTHランプが点滅から点灯に変わった
ら、本機とスマートフォンが接続された状態にな
ります。

2	接続が完了したら、スマートフォンで音楽を
再生する。

ご注意
NFC接続に失敗した場合は、もう一度タッチしてください。

BLUETOOTH接続を切断するには
スマートフォンで本機のNマークにもう一度タッチし
てください。

ちょっと一言
•	本機とのBLUETOOTH接続時に、他のNFC対応スマート
フォンを本機にタッチすると、後からタッチしたスマート
フォンとの接続に切り換わります。
•	NFCについて詳しくは、ヘルプガイドをご覧ください。

SongPalについて

詳しい操作は、ヘルプガイドをご覧ください

もっと知りたい

SongPalでできること
SongPalとは、スマートフォン／iPhoneなどから、
SongPal対応のソニー製オーディオ機器を操作する
ためのアプリです。

Google Play™ （Playストア）またはApp Storeで
SongPalを検索して、ダウンロードしてください。

お手持ちのスマートフォンやiPhoneなどにSongPal
をダウンロードすると、以下のことができます。

SRS-ZR7のサウンド設定
お好みの音質やソニーおすすめの音質
「ClearAudio+」、「DSEE HX」を簡単に設定でき
ます。

ミュージックサービス*の利用
ミュージックサービスを利用するための初期設
定を行います。
ミュージックサービスを利用するには、第三者が
提供するサービスアプリをご利用ください。
*	ミュージックサービスによって、利用できる時期や契
約の有無が異なります。本体のアップデートが必要な
場合があります。	
第三者が提供するサービスは予告なく、変更・停止・
終了することがあります。ソニーは、そのような事態
に対していかなる責任も負いません。

ホームネットワーク上の機器操作
ホームネットワーク上のパソコンやサーバーなど
に保存された音楽を再生できます。

USB接続された機器操作
SRS-ZR7のUSB-A端子に接続された機器の音
楽を再生できます。

Speaker & Group

Connection Status

Add speaker

SRS-X99

Connection Status

SRS-X99

Connection Status

SRS-X99

ホームネットワーク上の機器の全体図を見ることができ
ます。また、再生するオーディオ機器を選んだり、
SongPal Link（マルチルーム機能）を使ってオーディオ
機器をグループ化したりできます。

SRS-X99
接続状態

グループを作成

SRS-X99

再生できる音源を一覧表示して、選ぶことができます。
またオーディオ機器側のサウンド設定や、ネットワーク
設定などができます。

オーディオ機器によってSongPalでできる操作は異
なります。アプリの仕様および画面デザインは予告な
く変更する場合があります。

ÔÔ詳しくはSongPalヘルプをご覧ください	
https://www.sony.net/smcqa/

無線LANに接続して聞く

詳しい操作は、別冊の無線LANスタートガイド、 
ヘルプガイドをご覧ください

もっと知りたい

ネットワークへの接続方法を
選ぶ
本機をネットワークに接続すると、楽しみかたがさら
に広がります。
以下の接続方法の中から、使用環境に合った方法を
選んで接続してください。

ちょっと一言
固定IPアドレスを設定する場合は、「パソコンから接続する」
の手順6の画面で行ってください。

ご注意
無線LANと有線LANを同時に接続することはできません。
無線ネットワーク接続するときは、本機から必ずネットワーク
（LAN）ケーブルを取りはずしてください。

Wi-Fi Protected Setup™（WPS）（AOSS、ら
くらく無線スタート）のある無線LANルーターを
使用して接続するには
WPSボタンを使って接続します。詳しくは、別冊の
「無線LANスタートガイド」をご覧ください。

スマートフォン／ iPhoneなどのアプリから接
続するには
スマートフォン／ iPhoneなどに専用アプリ
SongPalをダウンロードして使います。詳しくはヘル
プガイドをご覧ください。

パソコンから接続するには
本機とパソコンをネットワーク（LAN）ケーブルでつ
ないで、パソコンのブラウザーから本機の無線LAN
設定をします。「パソコンから接続する」（下記）をご
覧ください。

パソコンのブラウザーを使って接続するには
本機とパソコンを無線でつないで、パソコンのブラ
ウザーから本機の無線LAN設定をします。
詳しくはヘルプガイドをご覧ください。

有線LANで接続するには
本機と無線LANルーターをネットワーク（LAN）ケー
ブルでつないで、ネットワークに接続します。
詳しくはヘルプガイドをご覧ください。

iPhone/iPod touchから接続するには
iPhone/iPod touchが接続されている無線LANに
本機を追加します。
詳しくはヘルプガイドをご覧ください。

パソコンから接続する
お使いの無線LANルーターにWi-Fi Protected 
Setup™（WPS）（AOSS、らくらく無線スタート）ボタ
ンがない場合の、本機とパソコンをネットワーク
（LAN）ケーブルでつないで設定する方法です。
あらかじめ、市販のネットワーク（LAN）ケーブルを
ご用意ください。

ちょっと一言
無線LANを設定するには、SSID（無線ネットワーク名）と暗
号化キー（WEPまたはWPA）が必要です。暗号化キー（また
はネットワークキー）とは、相互に通信できる機器を限定す
るための暗号鍵です。無線LANルーターやアクセスポイント
を介した機器間の通信を、より安全に行うために使われま
す。

1	無線LANルーターのSSIDとパスワード（暗
号化キー）を以下に書き写す。
詳しくはお使いの無線LANルーターの取扱説明
書をご覧ください。
SSID：

パスワード：

2	本機とパソコンを直接、市販のネットワーク
（LAN）ケーブルで接続する。

ネットワーク（LAN）
ケーブル（市販）

3	（電源）/  PAIRINGボタンを押して、本機
の電源を入れる。
LINKランプが点滅からピンク色の点灯に変わる
まで、約1分間お待ちください。

4	パソコンで［Sony Network Device 
Settings］画面を表示する。
	ブラウザー（Internet Explorerなど）を起動
する。

	下記のURLをアドレスバーに入力する。

上記はパソコンと本機をネットワーク（LAN）ケー
ブルで接続した場合のURLです。

5	メニューから［Network Settings］を選ぶ。

Network Settings

6	無線LANルーターのSSIDを選び、パスワー
ド（暗号化キー）を入力する。

SSID

手順1を確認して入力してください。

7	［Apply］を選ぶ。

8	パソコンの画面に従ってネットワーク
（LAN）ケーブルを抜く。

9	LINKランプがオレンジ色に点灯しているこ
とを確認する。
LINKランプがオレンジ色に点灯したら無線LAN
接続は完了です。
点灯するまで１分以上かかる場合があります。

本機で音楽を聞く方法については、別冊の「無線
LANスタートガイド」をご覧ください。

複数のスピーカーをつないで
音楽を聞く（SongPal Link）

対応するスピーカーを組み合わせることで、さまざ
まなスタイルでお気に入りの音楽をお楽しみいただ
けます。

対象機種について

SongPal Linkの詳細や、ワイヤレスサラウンド、ワイ
ヤレスステレオ機能の対象機種については下記を
ご覧ください。
http://sony.net/nasite/

SongPal Linkでできること

機能によっては、本機のソフトウェアのアップデート
が必要です。詳しくは下記のURLをご覧ください。
http://sony.net/nasite/

いろいろな部屋で音楽を聞く（ワイヤレスマルチ
ルーム）
複数のスピーカーを組み合わせることで、家じゅう
で同じ音楽をどこでもお楽しみいただけます。

リアスピーカーとして楽しむ（ワイヤレスサラウ
ンド）
ワイヤレスサラウンド対応商品と組み合わせること
で、臨場感のあるサラウンドサウンドをお楽しみい
ただけます。

本機を2台つないで楽しむ（ワイヤレスステレ
オ）
本機2台を接続することで、より広がりのあるステレ
オサウンドをお楽しみいただけます。

ミュージックサービスに接続し
て音楽を聞く
本機をインターネットに接続すると、インターネット
ラジオなどのミュージックサービスを楽しめます。
Google Castに対応したミュージックサービス対応
アプリを、別途ダウンロードする必要があります。
すでにGoogle Cast対応の音楽アプリをインストー
ルしている場合には、手順4に進んでください。
Google Castの設定がお済みでない場合は、以下
の手順を行ってください。

1	お手持ちのスマートフォン／iPhoneなどに
無料アプリSongPalをダウンロードする。

2	本機とスマートフォン／iPhoneなどを同じ
SSID（ネットワーク）の無線LANルーターに
接続する。

3	SongPalを起動し、Google Cast対応アプ
リをダウンロードする。
	SongPalを起動して［SRS-ZR7］をタッチし、
［設定］［Google Cast］［キャスト方法］
の順にタッチする。

	使用方法とGoogle Cast対応アプリを確認
し、アプリをダウンロードする。

4	Google Cast対応アプリを起動し、キャス
トアイコンをタッチして、［SRS-ZR7］を選ぶ。

5	Google Cast対応アプリで音楽を選んで
再生し、音量を調節する。
本機で音楽が再生されます。

その他の音楽や音声を聞く

詳しい操作は、ヘルプガイドをご覧ください

もっと知りたい

テレビの音声を聞く
本機をテレビのオーディオリターンチャンネル
（ARC）機能対応のHDMI端子とHDMIケーブル（別
売）で接続すると、テレビの音声を楽しむことができ
ます。
オーディオリターンチャンネル（ARC）機能とは、
HDMIケーブル（別売）を通して、テレビの音声をテ
レビのHDMI端子からオーディオ機器へ送る機能で
す。

ハイスピードHDMI 
ケーブル（別売）

1	本機のHDMI ARC TO TV端子とテレビの
HDMI入力（ARC）端子を、ハイスピード
HDMI ケーブル（別売）で接続する。

2	FUNCTIONボタンを繰り返しタッチして本
機をHDMIモードにする。
HDMIランプが白色に点灯します。

3	テレビのリモコンでお好みの番組を選ぶ。

ご注意
•	本機をテレビのオーディオリターンチャンネル（ARC）機能
に対応していないHDMI端子に接続しても、音声は出力
されません。
•	テレビ以外のHDMI端子に接続しても、音声は出力されま
せん。

USBメモリーなどを接続して
音楽を聞く（USB-A）

1	USBメモリーやウォークマン®を、USB-A端
子（   A）に接続する。

2	FUNCTIONボタンを繰り返しタッチして本
機をUSB-Aモードにする。

3	お手持ちのスマートフォン／iPhoneなどに
無料アプリSongPalをダウンロードする。
すでにSongPalをインストールしている場合は
手順4に進んでください。

4	SongPalをリモコンにして音楽を再生する。

ご注意
x-アプリでウォークマン®に転送した楽曲は再生できません。
AUDIO IN端子に接続して、FUNCTIONボタンでAUDIO IN
モードに切り換えて再生してください。

ハイレゾ対応のウォークマン®
やXperia™、パソコンを接続
して音楽を聞く（USB-B）

USBケーブル
（別売）

専用ケーブル
（別売）

ハイレゾ対応の
ウォークマン®や
Xperia

1	ハイレゾ対応のウォークマン®やXperia、 
パソコンを、USB-B端子（   B）に接続する。

2	FUNCTIONボタンを繰り返しタッチして本
機をUSB-Bモードにする。

3	接続した機器側で再生する。

外部機器を接続して音楽を	
聞く

音声ケーブル（市販）

1	AUDIO IN端子に、市販の音声ケーブル（ス
テレオミニプラグステレオミニプラグ、
抵抗なし*1）でポータブルオーディオ機器な
どを接続する。
*1	 抵抗入りの音声ケーブルを使用すると、音量が小さ
くなることがありますので、抵抗なしの音声ケーブル
をご使用ください。

2	FUNCTIONボタンを繰り返しタッチして本
機をAUDIO INモードにする。

3	接続した機器側で再生する。

準備する

各部の名前と働き
本機天面／底面

	（電源）/  PAIRING（ペアリング）ボタン／ラン
プ

•	1回押すと本機の電源を入／切（スタンバイモード）します。
•	本機の電源が入っているときに、ピピッという音がするま
で押し続けると、ペアリング（機器登録）モードに切り換わ
ります。

	－/＋（音量）ボタン
音量を調節します。ボタンをタッチすると、音量調節に応じ
て（電源）ランプが点滅します。

	FUNCTIONボタン
タッチするたびに、本機のモードを以下の順で切り換えます。

AUDIO IN NETWORK BLUETOOTH 

HDMIUSB-AUSB-B 





	AUDIO INランプ
AUDIO INモードのときに点灯します。

	USB-Bランプ
USB-Bモードのときに点灯します。

	USB-Aランプ
USB-Aモードのときに点灯します。

	HDMIランプ
HDMIモードのときに点灯、点滅します。

	BLUETOOTHランプ
BLUETOOTHモードのとき、BLUETOOTH接続の状態に
よって点灯または点滅します。

	NETWORKランプ
NETWORKモードのときや受信中のサービスによって、点灯
します。

	UPDATEランプ
本機のアップデート状況を表示します。

	DTSランプ
HDMIモードのとき、DTSフォーマットの音声が本機に入力
されると点灯します。

	DOLBY Dランプ
HDMIモードのとき、Dolby Digitalフォーマットの音声が本
機に入力されると点灯します。

	L（左）／R（右）ランプ
ワイヤレスサラウンド機能*1、およびワイヤレスステレオ機
能*1を使用しているときに、本機の状態によって点灯または
点滅します。

	LINKランプ
本機のネットワーク接続状況を表示します。

	Nマーク
おサイフケータイ機能（「NFC（FeliCa）」）対応のスマートフォ
ンなら、このマークにスマートフォンでタッチするだけで、自
動的に本機の電源が入り、ペアリング（機器登録）や
BLUETOOTH接続ができます。

	グリル取りはずしレバー
本機正面のスピーカーグリルを取りはずします。



その他

詳しくは、ヘルプガイドをご覧ください

もっと知りたい

困ったときは
修理を依頼する前に、もう一度下記の項目をチェックし
てください。
•	この「困ったときは」をチェックし、該当する項目を調
べる。
•	ヘルプガイドで調べる。
•	「アクティブスピーカーサポート」のホームページで調
べる。	
https://www.sony.jp/support/active-speaker/
•	電源プラグを抜いてしばらく待ち、再び電源プラグを
差し込む。	
差し直すことで問題が解決する場合があります。

それでも解決しない場合、ソニーの相談窓口までお問
い合わせください。

BLUETOOTH

ペアリング（機器登録）できない、	
SongPal設定時に、本機とスマートフォン／ 
iPhoneなどをBLUETOOTH接続できない
•	本機とBLUETOOTH機器の距離を1 m以内に近づけ
てください。
•	本機のBLUETOOTHランプが速く点滅していなかっ
たら、（電源）/  PAIRINGボタンを、本機からピピッ
という音が聞こえて、BLUETOOTHランプが速く点滅
しはじめるまで押し続けてください。
•	本機を初期化すると、iPhone/iPod touchやパソコ
ンと接続できなくなる場合があります。この場合は、
iPhone/iPod touchやパソコン側の本機の登録情
報をいったん削除して、ペアリングをやり直してくだ
さい。

ワンタッチ接続（NFC）できない
•	スマートフォンの画面がロックされていると接続でき
ません。画面のロックを解除してタッチしてください。
•	スマートフォンが反応するまで本機のNマークに近づ
けたままにして、反応しない場合は、スマートフォンを
ゆっくり前後左右に動かしてください。	
スマートフォンが反応したら、スマートフォンの画面の
指示に従って接続を完了してください。
•	スマートフォンのNFC機能がオンになっているか確認
してください。
•	スマートフォンにケースを付けている場合は、ケース
をはずしてください。
•	NFCの受信感度は、お使いのスマートフォンによって
異なります。接続に何度も失敗する場合は、スマート
フォンのお手元操作で接続／切断してください。
•	「アクティブスピーカーサポート」のホームページで対
応機種をご確認ください。	
https://www.sony.jp/support/active-speaker/

音が出ない
•	パソコンと接続しているとき、パソコンの音声出力先
がBLUETOOTHになっているか確認してください。
•	本機とBLUETOOTH機器がBLUETOOTH接続されて
いることを確認してください。
•	BLUETOOTH機器と本機をもう一度ペアリングして
ください。
•	BLUETOOTH機器、および本機の音量を確認してくだ
さい。

音が割れる、ノイズが出る、音が途切れる
•	本機をBLUETOOTH機器に近づけてください。障害
物があいだにあるときは移動してください。
•	BLUETOOTHオーディオストリーミングの再生品質を
「接続優先」にしてください。

ネットワーク

無線LANに接続できない
•	本機はIEEE 802.11acには対応していません。2.4 
GHz帯（11b、11g、11n）または5 GHz帯（11a、11n）で接
続してください。
•	スマートフォン／iPhoneなどのSongPalを使って本
機の無線LANを設定するときは、あらかじめ、スマー
トフォン／iPhoneなどをご使用になる無線LANに接
続してください。
•	ネットワーク（LAN）ケーブルを本機に接続している
場合は、取りはずして本機の電源を入れ直してくださ
い。ネットワーク（LAN）ケーブルが接続されていると、
有線LANが優先され、無線LANはご使用になれませ
ん。
•	お使いの無線LANルーターの電源が入っているか確
認してください。
•	無線LANルーターを本機に近づけてください。電子レ
ンジやBLUETOOTH機器、デジタルコードレス機器な
ど、使用周波数が2.4 GHz帯の機器は接続できない
原因になる場合があります。機器と本機とを離すか、
機器の電源を切ってください。
•	正しく設定しても接続できない場合は、以下をお試し
ください。
‒‒ アクセスポイント（無線LANルーター）の電源を切ってしば
らく待ち、再び電源を入れる。
‒‒ 本機の電源をいったん切ってしばらく待ち、再び電源を入
れる。

音が割れる、ノイズが出る、音が途切れる
•	接続先の機器の音量が大きすぎないか確認してくだ
さい。
•	接続先の機器のイコライザー機能がオフになってい
るか確認してください。
•	電子レンジやその他の無線LAN機器などから離して
ください。
•	本機を金属で囲まないでください。金属部からは離し
てください。
•	無線LANではなく、市販のネットワーク（LAN）ケーブ
ルで本機とルーター、パソコンなどの機器を接続して
ください。

音が出ない、音が小さい
•	接続先の機器と本機の電源が入っているか確認して
ください。
•	接続先の機器と本機の音量が小さすぎないか確認し
てください。
•	接続先の機器で再生されているか確認してください。
•	テレビの音声を聞くには、テレビの「ARC」と表示され
ている端子に本機を接続してください。

共通

（電源）ランプが赤く点滅する
•	本機がプロテクトモードになっている、またはソフト
ウェアのアップデートに失敗しています。以下を確認
してください。
‒‒ UPDATEランプがオレンジ色で点滅し続けている。	
ソフトウェアのアップデートに失敗しています。USBメモ
リーを使ったアップデートを実行してください。USBメモ
リーを使用したアップデートは「アクティブスピーカーサ
ポート」のホームページをご確認ください。	
https://www.sony.jp/support/active-speaker/	
アップデートを実行するまで、本機の電源は切ったままにし
ておいてください。
‒‒ （電源）/  PAIRINGボタンを押しても、本機の電源が切
れない。	
本機がプロテクトモードになっています。	
電源プラグを一度抜いてから端子に接続してあるものをす
べて抜き、電源プラグを差し直してから電源を入れ直して
ください。それでも（電源）ランプが点滅し続ける場合は、
ソニーの相談窓口またはお買い上げ店にご相談ください。

前回使用時の設定が保持されていない
•	本機の電源が入っているときに電源プラグを抜いた
場合は、電源プラグを抜く直前の使用状況設定は保
持しません。本機の電源を切ってから電源プラグを抜
いてください。

気がつくとスタンバイモード、またはBLUETOOTH
／ネットワークスタンバイモードになっている
•	オートスタンバイ機能によって無操作かつ無音の状態
が15分経過すると、自動的にスタンバイモードまたは
BLUETOOTH／ネットワークスタンバイモードに移行
します。
•	オートスタンバイ機能をオフにする方法は、ヘルプガ
イドをご覧ください。

BLUETOOTH／ネットワークスタンバイ機能を使う
には
BLUETOOTH／ネットワークスタンバイ機能をオンにす
ると、本機の電源が切れているときでも、ホームネット
ワーク上にある機器やBLUETOOTH機器から操作して、
本機の電源を入れることができます。通常よりも本機を
早く起動できて便利です。

1	 本機の電源が入っている状態で、天面の（電源）ランプ
がオレンジ色に点灯するまで、（電源）/  PAIRINGボ
タンを押しながらFUNCTIONボタンをタッチしたままに
する。
本機の電源が切れて、BLUETOOTH／ネットワークス
タンバイモードになります。ネットワーク接続機器か
ら、またはBLUETOOTH機器から本機に接続しようと
すると、本機の電源が自動的に入ります。

本機を初期化するには
「困ったときは」の該当項目をチェックしても正常に動作
しないときや、設定に失敗したときは、本機を初期化し
てお買い上げ時の状態に戻してください。

1	 本機の電源が入った状態で、天面の（電源）/ 
 PAIRINGボタンを押しながら、－（音量）ボタンを4秒

以上タッチしたままにする。
本機の電源が切れます。設定が工場出荷時に戻り、
すべてのBLUETOOTHペアリング情報とネットワーク
設定が削除されます。

ご注意
本機を初期化すると、iPhone/iPod touchやパソコンと接続で
きなくなる場合があります。この場合は、iPhone/iPod touchや
パソコン側の本機の登録情報をいったん削除してペアリングを
やり直してください。

主な仕様

スピーカー部
使用スピーカー

フルレンジ：約45 mm × 2
サブウーファー：約62 mm ×2

アンプ部
実用最大出力

フルレンジ： 23 W × 2
（全高調波歪10%以下、1 kHz）（JEITA*1）
サブウーファー： 23 W × 2
（全高調波歪10%以下、100 Hz）（JEITA*1）

*1	 JEITAは、（電子情報技術産業協会）の略称です。

USB端子部
USB-A端子（



 A）
本機に対応したUSBメモリー、ウォークマン®を接続し
ます。

対応フォーマット*1

MP3： 32/44.1/48 kHz、16-320 kbps（CBR/VBR）
AAC： 32/44.1/48/88.2/96 kHz、16-320 kbps
（CBR/VBR）
WMA： 32/44.1/48 kHz、16-320 kbps（CBR/VBR）
WAV： 32/44.1/48/88.2/96/176.4/192 kHz
（16/24 bit）
AIFF： 32/44.1/48/88.2/96/176.4/192 kHz
（16/24 bit）
FLAC： 32/44.1/48/88.2/96/176.4/192 kHz
（16/24 bit）
ALAC： 32/44.1/48/88.2/96/176.4/192 kHz
（16/24 bit）
DSD（DSF/DSDIFF）： 2.8/5.6 MHz（1 bit）

転送速度
High-speed

対応USBデバイス
Mass Storage Class（MSC）

最大出力電流
0.5 A MAX

USB-B端子（



 B）
市販のUSBケーブルを使って、本機に対応したパソコ
ンをつなぎます。ハイレゾ対応ウォークマン®をつなぐ
ときは、USBケーブルと専用ケーブルWMC-NWH10
（別売）または専用クレードルBCR-NWH10（別売）を
お使いください。

対応フォーマット*1

PCM： 44.1/48/88.2/96/176.4/192 kHz
（16/24/32 bit）
DSD（DSF/DSDIFF）：2.8/5.6 MHz（1 bit）

*1	あらゆるエンコード／ライティングソフトウエア、録音機器、記
録媒体との互換性を保証するものではありません。

その他
LAN端子

10BASE-T/100BASE-TX（自動極性制御）
電源

DC 19.5 V（付属のACアダプターを接続して、	
AC 100 V～240 V、50 Hz/60 Hz電源から使用）

消費電力
45 W

消費電力（待機時）
0.5 W以下

消費電力（BLUETOOTH/ネットワークスタンバイ時）
3 W以下

使用温度範囲
5 ℃～ 35 ℃

最大外形寸法（幅×高さ×奥行き、最大突起部およびコント
ロール部含む）

約300 mm × 93 mm × 86 mm
質量

約1.8 kg
付属品

ACアダプター（1）
電源コード（1）
無線LANスタートガイド（1）
「製品登録」のおすすめ（1）
取扱説明書・保証書（本書）（1）

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあ
りますが、ご了承ください。

本機で使用できるiPhone/iPod touchについて
iPhone 6s, iPhone 6s Plus, iPhone 6, 	
iPhone 6 Plus, iPhone 5s, iPhone 5c, iPhone 5, 
iPhone 4s, iPhone 4, 	
iPod touch (6th generation), 	
iPod touch (5th generation)

無線LAN機能について
本製品内蔵の無線LAN機能はWFA（Wi-Fi Alliance）
で規定された「WPA/WPA2、Wi-Fi Protected Setup™
（WPS）」について認証取得しています。

無線の周波数について
本製品は2.4 GHz帯を使用しています。他の無線機器
も同じ周波数を使っていることがあります。他の無線機
器との電波干渉を防止するため、下記事項に注意して
ご使用ください。

本製品の使用上の注意
本製品の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周波数帯
では電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか、他
の同種無線局、工場の製造ライン等で使用される免許
を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特
定の小電力無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無
線局」と略す）が運用されています。

1）本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用
されていないことを確認してください。

2）万一、本製品と「他の無線局」との間に電波干渉が発
生した場合には、速やかに本製品の使用場所を変え
るか、または本製品の運用を停止（電波の発射を停
止）してください。

3）不明な点その他お困りのことが起きたときは、ソニー
の相談窓口までお問い合わせください。

この無線製品は2.4 GHz帯を使用し
ます。変調方式としてDS-SS変調方
式およびOFDM変調方式を採用し、
与干渉距離は40 ｍ以下です。

5 GHz機器使用上の注意事項
•	本製品が使用するチャンネルは以下の通りです。
‒‒ W52（5.2 GHz帯/36、40、44、48ch）
‒‒ W53（5.3 GHz帯/52、56、60、64ch）
‒‒ W56（5.6 GHz帯/100、104、108、112、116、120、124、128、
132、136、140ch）

IEEE802.11b/g/n

IEEE802.11a/n
J52 W52 W53 W56

•	 5 GHzワイヤレスLAN機器の屋外使用は法令により
禁止されています。

BLUETOOTH機器について
機器認定について
本機は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線設備
として、認証を受けています。したがって、本機を使用するときに
無線局の免許は必要ありません。
ただし、以下の事項を行うと法律に罰せられることがあります。
•	本機を分解／改造すること

周波数について
本機は2.4 GHz帯の2.4000 GHzから2.4835 GHzまで使用で
きますが、他の無線機器も同じ周波数を使っていることがありま
す。他の無線機器との電波干渉を防止するため、次の事項に注
意してご使用ください。

本機の使用上の注意事項
本機の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周波数帯では電子レン
ジ等の産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製
造ライン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、
免許を要しない特定の小電力無線局、アマチュア無線局等（以下
「他の無線局」と略す）が運用されています。
1.	 本機を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていない
ことを確認してください。

2.	 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合に
は、速やかに本機の使用場所を変えるか、または機器の運用を
停止（電波の発射を停止）してください。

3.	 不明な点その他お困りのことが起きたときは、ソニーの相談窓
口までお問い合わせください。ソニーの相談窓口については、本
書をご覧ください。

変調方式としてFH-SS変調方式および	
その他の方式を採用し、与干渉距離は
80 m以下です。

保証書とアフターサービス

保証書
•	本書には、保証書が印刷されています。
•	所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保
存してください。
•	保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。
それでも具合の悪いときは
お買い上げ店、またはソニーの相談窓口（下記）にご相談くださ
い。修理をご依頼の際は、付属の電源コード、ACアダプターを本
体と一緒にお持ちください。
保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 詳しく
は保証書をご覧ください。
保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理
させていただきます。
部品の保有期間について
当社ではパーソナルオーディオシステムの補修用性能部品（製
品の機能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年
間保有しています。ただし、故障の状況その他の事情により、修
理に代えて製品交換をする場合がありますのでご了承ください。

お問い合わせの前に
もう一度下記の項目をチェックしてください。
•	「困ったときは」で調べる。
•	電源プラグを抜いてしばらく待ち、再び電源プラグを差し込む。	
差し直すことで問題が解決する場合があります。

型名：SRS-ZR7

型名、シリアルナンバー（製造番号）は、本体の底面に記載されて
います。

安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されていま
す。しかし、電気製品はすべて、間違った使いかたを
すると、火災や感電などにより人身事故につながる
ことがあり危険です。事故を防ぐために次のことを
必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
この「安全のために」の注意事項をよくお読みくださ
い。	

定期的に点検する
1年に一度は、ACアダプターのプラグ部とコンセント
の間にほこりがたまっていないか、故障したまま使
用していないか、などを点検してください。

故障したら使わない
動作がおかしくなったり、キャビネットやACアダプ
ターなどが破損しているのに気づいたら、すぐにお
買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご
依頼ください。

万一、異常が起きたら

変な音・においがしたら、煙が出たら

	電源を切る
	ACアダプターをコンセントから抜く
	ソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニー

サービス窓口に修理を依頼する

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をしていま
す。表示の内容をよく理解してから本文をお読みくださ
い。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電・漏液・発
熱・破裂などにより死亡や大けがなどの人身事故が生じ
ます。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などによ
り死亡や大けがなどの人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故
によりけがをしたり周辺の家財に損害を与えたりするこ
とがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

  

下記の注意事項を守らないと火災・感電・発
熱・発火により死亡や大けがの原因となりま
す。

付属以外のACアダプターを使わない
家庭用電源で使用するときは、必ず付属のACア
ダプターを使用してください。
破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災やけが、周囲の
汚損の原因となります。

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因とな
ります。
•	 設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだりしない。
•	 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。
•	 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
•	 熱器具に近づけない。加熱しない。
•	 移動させるときは、電源プラグを抜く。
•	 電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜く。
万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店またはソニーの
相談窓口に交換をご依頼ください。

火の中に入れない

分解しない
故障や感電の原因となります。内部の点検およ
び修理はソニーの相談窓口またはお買い上げ
店、ソニーサービス窓口にご依頼ください。

火のそばや炎天下などへ放置しない

可燃ガスのエアゾールやスプレーを使用し
ない
清掃用や潤滑油などの可燃性ガスを本機に使用
すると、モーターやスイッチの接点、静電気などの火花、高
温部品が原因で引火し、爆発や火災が発生するおそれがあ
ります。

  

下記の注意事項を守らないと火災・感電・発
熱・発火によりやけどや大けがの原因とな
ります。

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や、
直射日光のあたる場所には置かない
上記のような場所に置くと、火災や感電の原因と
なることがあります。特に風呂場などでは絶対に使用しな
いでください。

内部に水や異物を入れない 
本機の上に熱器具、花瓶など液体が入った
ものやローソクを置かない
火災や感電の危険をさけるために、本機を水のかかる場所
や湿気のある場所では使用しないでください。また、本機の
上に花瓶などの水の入ったものを置かないでください。本
機の上に、例えば火のついたローソクのような、火炎源を置
かないでください。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに本体の電源ボタンを
切り、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げ店また
はソニーサービス窓口にご相談ください。

本機背面の端子に異物を入れない
端子などがショートして、誤動作や故障の原因と
なることがあります。

雷が鳴りだしたら、ACアダプターに触れな
い
感電の原因となります。

ぬれた手でACアダプターにさわらない
感電の原因となることがあります。

本体やACアダプターを布団などでおおっ
た状態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、火災の原因と
なることがあります。

ACアダプターは抜き差ししやすいコンセン
トに接続する
ACアダプターは容易に手が届くような電源コン
セントに接続し、異常が生じた場合は速やかにコンセントか
ら抜いてください。通常、本機の電源スイッチを切っただけ
では、完全に電源から切り離せません。

自然放熱を妨げない
布をかけたり、毛足の長いじゅうたんや布団の上
または本箱や組み込み式キャビネットのような通
気が妨げられる狭いところに設置しないでください。壁や
家具に密接して置いて、自然放熱の妨げになるようなこと
はしないでください。過熱して火災や感電の原因となるこ
とがあります。

LAN端子に指定以外のネットワークや電
話回線を接続しない
LAN端子に下記のネットワークや回線を接続す
ると、コネクタに必要以上の電流が流れ、故障や発熱、火災
の原因となります。特に、ホームテレホンの回線には、絶対
に接続しないでください。
•	 10BASE-T/100BASE-TXタイプ以外のネットワーク
•	 PBX（デジタル式構内交換機）回線
•	 ホームテレホンやビジネスホンの回線
•	 上記以外の電話回線など

下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりすることがあります。

はじめから音量を上げすぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがありま
す。音量は徐々に上げましょう。とくに、デジタル
オーディオプレーヤーなど、雑音の少ないデジタル機器を聞
くときにはご注意ください。

特定の状況下では、ワイヤレス機能を使用
しない
本機はワイヤレス機能を内蔵しています。
以下の点に注意してご使用いただき、障害などが発生した
場合には、本機のワイヤレス機能を使用しないようにしてく
ださい。
また、緊急の場合には、ただちに本機の電源を切ってくださ
い。
•	 病院などの医療機関内、医療用電気機器の近くでは使用
しない。	
電波が影響を及ぼし、医療用電気機器の誤動作による
事故の原因となるおそれがあります。

•	 本製品を使用中に他の機器に電波障害などが発生した
場合は、ただちに使用をやめる。	
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるお
それがあります。

通電中のACアダプターや製品に長時間ふ
れない
長時間皮膚がふれたままになっていると、低温や
けどの原因になることがあります。

本機を医療機器の近くで使わない
電波が心臓ペースメーカーや医療用電気機器に
影響を与えるおそれがあります。満員電車などの
混雑した場所や医療機関の屋内では使わないでください。

本機を心臓ペースメーカーの装着部位か
ら22 cm以上離す
電波によりペースメーカーの動作に影響を与え
るおそれがあります。

本機を自動ドア、火災報知器などの自動制
御機器の近くでは使わない
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因
となるおそれがあります。

長期間使わないときは、ACアダプターを抜
く
長期間使用しないときは安全のためACアダプ
ターをコンセントから抜いてください。

お手入れの際、ACアダプターを抜く
ACアダプターを差し込んだままお手入れをす
ると、感電の原因となることがあります。

付属の電源コードについて
付属の電源コードは、本機専用です。他の電気機
器では使用できません。

本機は、国内専用です
海外では国によって電波使用制限があるため、
本機を使用した場合、罰せられることがあります。

CEマークは、それが法律的に強制となっている国々 
- 主にEEA（欧州経済地域）に加盟している国 - で
有効です。

使用上のご注意

安全について
•	付属のACアダプターをお使いになるときは、家庭用
電源コンセント（AC100 ~ 240 V）につないでお使い
ください。

ACアダプターについて
•	 ACアダプターを抜くときは、コードを引っ張らずに、必
ず電源プラグを持って抜いてください。
•	ACアダプターを抜き差しする前に電源をお切りくだ
さい。電源を入れたまま抜き差しすると、誤動作の原
因になることがあります。
•	この製品には、付属のACアダプ
ター（極性統一形プラグ・JEITA規
格）をご使用ください。付属以外
のACアダプターを使用すると、故
障の原因になることがあります。
•	付属のACアダプターは本機専用です。他の機器では
ご使用になれません。
•	本機およびACアダプターを本棚や組み込み式キャビ
ネットなどの狭い場所に設置しないでください。

温度上昇について
本機を長時間お使いになると、本体の温度が上昇する
ことがありますが、故障ではありません。

取り扱いについて
•	スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビネットは精密
に調整してあります。分解、改造などはしないでくだ
さい。
•	次のような場所には置かないでください。
‒‒ 直射日光の当たる所、暖房器具の近くなど、温度
の高い所
‒‒ 窓を閉め切った自動車内（特に夏季）
‒‒ 風呂場など、湿気の多い所
‒‒ ほこりの多い所、砂地の上
‒‒ 時計、キャッシュカードなどの近く	
（録音済みテープや時計、キャッシュカード、フロッ
ピーディスクなどは、本機に近づけないでくださ
い。）
‒‒ 激しい振動のある所

•	平らな場所に設置してください。
•	設置条件によっては、倒れたり落下したりすることが
あります。貴重品などを近くに置かないでください。
•	持ち運ぶ際、フロッピーディスクやクレジットカードな
ど磁気の影響を受ける物は、本機の近くに置かない
でください。
•	キャビネットが汚れたときは、中性洗剤を少し含ませ
た柔らかい布でふいてください。シンナー、ベンジン、
アルコールなどは表面の仕上げを傷めますので、使
わないでください。
•	水がかからないようご注意ください。本機は防水仕様
ではありません。
•	他に疑問点や問題点がある場合は、もう一度この取
扱説明書をよく読んでから、お買い上げ店またはソ
ニーの相談窓口にご相談ください。
•	本機を廃棄するまたは譲渡する際は、ユーザー情報
などを消去するために初期化を実行して本機をお買
い上げ時の状態に戻してください（「困ったときは」）。

壁掛けについて
•	本機を壁に取り付ける場合は、販売店や工事店に依
頼して、安全性に十分考慮して確実な取り付けを行っ
てください。
•	本機を壁に取り付ける場合は、取り付けブラケット
（別売）をご使用ください。詳しくはヘルプガイドをご
覧ください。壁への取り付けには、壁の材料や強度に
合わせたネジをご使用ください。壁の材質によっては
破損するおそれがあります。ネジまたはブラケットは、
柱部分または補強された壁にしっかりと固定してくだ
さい。スピーカーは壁に水平に取り付けてください。
•	取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天災な
どによる事故、損傷につきましては、当社は一切責任
を負いません。
•	本機を壁に取り付けてお使いの場合は、本機背面に
十分な空間を確保してください。接続機器がつなげ
なくなる場合があります。詳しくはヘルプガイドをご
覧ください。

機銘板は、本機の底面に表示してあります。 
MACアドレスは、本機の底面に表示してあります。 
MAC1：有線LANのMACアドレス 
MAC2：無線LANのMACアドレス

極性統一形プラグ

商標について
•	Google、Google Play、Google Castおよびその他
のマークまたはロゴはGoogle LLCの商標です。
•	Windows、Windowsロゴ、Windows Mediaは、
Microsoft Corporationの米国およびその他の国に
おける商標あるいは登録商標です。
•	本機はMicrosoft Corporationの知的所有権により
保護されています。Microsoft またはその認可された
子会社の許可なしにこの製品に関わる技術を使用、
販売することは禁止されています。
•	Apple、Apple logo、iPhone、iPodおよびiPod 
touchは、米国および他の国々で登録されたApple 
Inc.の商標です。	
App StoreはApple Inc.のサービスマークです。
•	「iPhone」の商標は、アイホン株式会社からライセン
スを受け使用しています。
•	「Made for Apple」バッジは、アクセサリが本バッジ
に記載されたアップル製品専用に接続するように設
計され、アップルが定める性能基準を満たしているこ
とを示します。	
アップルは、本製品の機能および安全および規格へ
の適合について一切の責任を負いません。	
本アクセサリをアップル製品と共に使用すると、ワイ
ヤレス機能に影響を及ぼす可能性があります。
•	  Wi-FiロゴはWi-Fi Allianceの認証マークです。
•	Wi-Fi®、Wi-Fi Protected Access® およびWi-Fi 
Alliance®はWi-Fi Allianceの登録商標です。
•	Wi-Fi CERTIFIED™、WPA™、WPA2™およびWi-Fi 
Protected Setup™はWi-Fi Alliance の商標です。
•	本機はFraunhofer IISおよびThomsonのMPEG 
Layer-3オーディオコーディング技術と特許に基づく
許諾製品です。
•	Nマーク は米国およびその他の国におけるNFC 
Forum, Inc.の商標または登録商標です。
•	本機は、High-Definition Multimedia Interface
（HDMI®）技術を搭載しています。	
HDMI、HDMI High-Definition Multimedia 
InterfaceおよびHDMIロゴは、HDMI Licensing LLC
の商標もしくは米国およびその他の国における登録
商標です。
•	本機はドルビーデジタル*1およびDTS*2デコーダーを
搭載しています。
*1	ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されて
います。DolbyおよびダブルD記号はドルビーラボラトリー
ズの商標です。

*2	DTS特許については、下記のウェブサイトをご覧ください。	
http://patents.dts.com	
DTS Licensing Limitedに基づき製造されています。	
DTS、シンボル、およびDTSとシンボルの組み合わせは登録
商標です。DTS 2.0 ChannelはDTSの商標です。© DTS, 
Inc. All Rights Reserved.

•	 Bluetooth®ワードマークおよびロゴは、Bluetooth 
SIG, Inc.が所有する登録商標であり、ソニー株式会
社はこれらのマークをライセンスに基づいて使用して
います。
•	XperiaおよびXperia Tabletは、Sony Mobile 
Communications ABの商標です。
•	 “DSEE HX”はソニー株式会社の商標です。
•	 “S-Master HX”はソニー株式会社の商標です。
•	ClearAudio+及び  はソニー株式会
社の商標です。
•	ウォークマン、WALKMAN、WALKMANロゴは、	
ソニー株式会社の登録商標です。
•	 LDAC™およびLDACロゴは、ソニー株式会社の商標
です。
•	AOSS™は株式会社バッファローの商標です。
•	らくらく無線スタートはNECアクセステクニカの登録
商標です。
•	DLNA™、DLNA ロゴおよびDLNA CERTIFIED™は
Digital Living Network Allianceの商標、サービス
マークあるいは認証マークです。
•	その他、本書で登場するシステム名、製品名、サービ
ス名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは
商標です。なお、本文中では®、™マークは明記してい
ません。

ライセンスに関する注意
本製品には、弊社がその著作権者とのライセンス契
約に基づき使用しているソフトウェアが搭載されて
おります。当該ソフトウェアの著作権者様の要求に基
づき、弊社はこれらの内容をお客様に通知する義務
があります。
ライセンスに関して、内容をご一読くださいますよう
お願い申し上げます。
ライセンス内容は、以下のURLよりご覧ください。
http://rd1.sony.net/help/speaker/sl/16/

GNU GPL/LGPL適用ソフトウェアに関するお
知らせ
本製品には、以下のGNU General Public License 
（以下「GPL」とします）またはGNU Lesser General 
Public License（以下「LGPL」とします）の適用を受
けるソフトウェアが含まれています。お客様には、添
付のGPL/LGPLの条件にしたがい、これらソフトウェ
アのソースコードの入手、改変、再配布の権利がある
ことをお知らせいたします。
ソースコードは、Webで提供しております。
ダウンロードする際には、以下のURLにアクセスし、
モデル名「SRS-ZR7」をお選びください。
URL: http://oss.sony.net/Products/Linux
なお、ソースコードの中身についてのお問い合わせ
はご遠慮ください。

アップデートに関する注意
本機は、有線LANもしくは無線LANでインターネット
に接続してご使用になる場合、ソフトウェアを、自動
で最新にアップデート（更新）する機能を有していま
す。
アップデートすることで、新しい機能が追加されたり、
より便利かつ安定してご使用になることができます。
ソフトウェアを自動でアップデートさせたくない場合
は、スマートフォン/iPhoneなどにインストールした
SongPalを使って、本機能を無効にすることができ
ます。
ただし、本機能を無効にしても、安定してご使用いた
だくため等により、ソフトウェアを自動でアップデート
することがあります。
また、本機能を無効にしても、お客様の操作で、シス
テムソフトウェアをアップデートすることは可能です。
詳しい設定方法、操作方法は、ヘルプガイドでご確
認ください。
ソフトウエアアップデート中は、本機をご使用いただ
けない場合があります。

第三者が提供するサービスに関する免責事項
第三者が提供するサービスは予告なく、変更・停止・
終了することがあります。ソニーは、そのような事態
に対していかなる責任も負いません。

パーソナルオーディオシステム
SRS-ZR7


